
質問項目 平均 上位Ｇ 下位Ｇ
質問 7 4.7 4.7 #DIV/0!
質問 8 4.8 4.8 #DIV/0!
質問 9 4.9 4.9 #DIV/0!
質問10 4.9 4.9 #DIV/0!
質問11 4.8 4.8 #DIV/0!
質問12 4.8 4.8 #DIV/0!
質問13 4.6 4.6 #DIV/0!
質問14 4.8 4.8 #DIV/0!
質問15 4.8 4.8 #DIV/0!
質問16 4.7 4.7 #DIV/0!
質問17 4.8 4.8 #DIV/0!
平均 4.8 4.8 #DIV/0!

質問 7 : 授業の目標説明とシラバスに沿った実施

質問 8 : 教員の授業時間遵守

質問 9 : 教員の話し方

質問10 : 教材・機器・板書等の効果的な使用

質問11 : 教員の説明のわかり易さ

質問12 : 教員の授業環境に対する配慮（私語の注意等）

質問13 : 質問機会の確保と質問への適切な対応

質問14 : 学生の理解度の確認と授業への反映

質問15 : （自分は）授業を理解できたと思うか

質問16 : 授業は興味・関心・意欲を引き出したか

質問17 : 新しい知識・技術・理論等の習得への有用性

質問項目 平均
質問18 4.9
質問19 4.8
質問20 4.8
質問21 4.9
質問22 4.9
質問23 4.9
平均 4.9

質問18 : （自分は）授業に真面目に取り組んだと思うか

質問19 : 授業内容や到達目標を理解して受講したか

質問20 : 欠席回数（０回→５ポイント、１回→４、２回→３…）

質問21 : 授業の予習・復習をおこなったか

質問22 : レポート・課題等に積極的に取り組んだか

質問23 : 私語・携帯電話等の自粛、教員及び他者の発言傾聴

科目コード １０２   (２０１７年度 前期)

文学部　英語学科　新井　恭子　Junior Seminar I
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2017 年度後期授業評価アンケート集計結果 ： 教員による分析・評価と 2018 年度に向けての取り組み 

 

Ⅰ．分析と評価 

前期に続き、本年度４月に赴任してきたため、前年度のシラバスや学生のレベル等がわからなかったの

で、実際に授業が始まり教え方を調整した。そのため、質問７の授業の目標説明とシラバスに沿った実

施の点数が低かった。質問８の授業時間の厳守もやや低いが、遅刻等はしていなかったと思う。 

また、質問１２の授業環境に対する配慮が低く出ているのは、当該学科は、おしゃべりが多かったので、

注意したつもりであったが、徹底しなかった場合が確かにあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．2018 年度に向けての取り組み 

  2018 年度担当予定科目名：              

 （同じ、あるいは同様の科目を担当しない場合でも、新たな取り組みの可能性についてコメントする。） 

 

他学部の 1 年生の英語の授業はなかなか学生の態度や英語のレベルがよくつかめなかったので、次年度

からは、最初に英語の基礎知識のテストを行い、対応していくこととする。 

授業態度に関しては、私語を慎むように厳しく指導していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 部 名 学 科 名 担当者名 科 目 名 履修者数 

国際文化学部 英語学科 新井恭子 英語 IV 30 
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